
　安全衛生だより第８号

　平成２８年８月１０日発行 環境安全部

1．９月全国行事

　　　１）防災の日 ９月１日

　　　２）秋の全国交通安全運動 ９月２１日～９月３０日

　　　３）全国労働衛生週間準備月間 ９月１日～９月３０日

　　　４）全国作業環境測定・評価推進運動 ９月１日～９月３０日

　　　５）環境衛生週間 ９月２４日～１０月１日

　　　６）健康増進普及月間 ９月１日～９月３０日

　　　７）心とからだの健康推進運動 ９月１日～９月３０日

２．安全・衛生・防災の心得　：  安全衛生点検の意義と心得

３．安全衛生巡視　良い事例（抜粋）

５．今月のヒヤリハット

１．２）秋の全国交通安全運動  ９月２１日～９月３０日

　①目的

　　本運動は、広く国民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナー

　　の実践を習慣付けるとともに、国民自身による道路交通環境の改善に向けた取り組みを推進す

　　ることにより、交通事故防止の徹底を図ることを目的とする。

　②運動の基本

　　秋の交通安全運動では、次代を担う子供のかけがえのない命を社会全体で交通事故から守る

　　ことが重要であるにもかかわらず、通学中の児童が死傷する交通事故が発生するなど、依然と

　　して道路において子供が危険にさらされていること、また、高齢者の交通事故死者数が、交通事

　　故死者数全体の半数以上を占め、その減少が強く求められていることから、これらの交通事故

　　情勢に的確に対処するため、「子供と高齢者の交通事故防止」を運動の基本とする。

　③全国重点

　ア）夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止（特に反射材用品等の着用の推進

　　　及び自転車前照灯の点灯の徹底）

　イ）後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

　ウ）飲酒運転の根絶

４．他社の事故・災害事例から　：　高温下　物置の危険物が発火・爆発



３．安全衛生巡視　良い事例（抜粋）

          ①アイオニクス ②平塚第二工場（防錆工場）

　　　　　　フォークリフトに歯止めがされていました。 　　緊急洗眼器の設置。

４．他社の事故・災害事例から　：　高温下　物置の危険物が発火・爆発

　＜災害のあらまし＞

　暑さが続いた８月の午後、少量のガソリンやガスボンベ、塗料などを保管している屋外の物置で突然

　火災が発生し、一部の薬品が熱反応をおこして発火し、続いて他の可燃物等にも引火し爆発する

　などして、消火に駆けつけた社員３人が火傷を負いました。

＜災害の主な要因＞

　①物置内の温度が上昇し、そのためガスボンベから可燃性ガスが漏洩して何らかの着火源で発火

　　したこと。

　②物置の下方には換気口が設置されていたが、排気口が物品でふさがれていたため、可燃性ガス

　　が室内に滞留していたこと。

　③物置内の危険物等の管理や整理整頓が不良だったこと、など。

　④危険物等の出火・火災時の緊急処置等の方法が教育されていなかったこと、など。

５．今月のヒヤリハット：各事業場より提出されたヒヤリハットです。危険予知活動に利用してください。

「洗い出そう！　危険の芽　みんなが主役の　危険予知」

６．その他

＜クールビズ期間中の節電ついて＞

　　　今年も蒸し暑い季節になってまいりました。電力消費量が増加する夏季ですが、空調機器の抑制的な

　　　稼動など節電対策に協力願います。

「資源は有限！　工夫は無限！　取り組む姿勢が未来を作る！」　Ｈ２８年度環境保全最優秀作品

教訓・対策 グレーチング等の段差を軽視しないこと。

あらまし
オートブース内で、台車に塗料をのせて外に出す時、グレーチングの段差で塗
料をこぼしそうになった。

原因 台車でグレーチングの段差の上を通過することを、大丈夫と思ったこと。

事例 台車に載せた塗料をこぼしそうになった。

どこで 工場内で。


